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倫
敦
經
濟
大
學
の
敎
授
ラ

'
ィ
オ
ネ
ル

•

ロ
ビ
ン
ス
氏

.
の
新
著

「

計
畫
經
濟
と
國
際
的
秧
序

」

は
典

型

的

な

英

國

正

統

學

派

の

特

徵

を

備

 

へ
た
書
物

.で
あ
る

o

と
い
ふ
の
は
徹
底
的
な
自

*

、午
；義
の
主
張
が
金
篇
に
百

|

っ
て
溢
れ
て
居
る
の

^

あ
る
。
.

惟
ふ

.に
、
、自
曲
主
義
の
崩
潰
と
か
•其
終
焉
と
か
と
い

ふ
言
葉
は

V

此
數
年
來
、

|

種
の
流
行
語
；

と
な
っ
て

居
る
程
、
世

間

j

役
に
行 

苴
っ
て
居
る
、
而
し
て

そ
れ
と

同
時
に
正
親
學
派
流
の
經
濟
學
は
全
く
時
代
遲
れ

と
な
.っ
て
仕
舞
っ
た

考̂
べ
る
も
の
が
少

く

な

い

。
.
 

I

塵
に
代
っ
て
今
の
世
に
も
て
は
や
さ
れ
、
新
し
い
經
濟
政
策
の
方

f

し
て
世
人
か
ら
興
味
を
惹
い
て
居
る
も
の
は
、
例
の
所 

謂
る
勣
畫
經
濟
又
は
銃
制
經
濟
と
い
ふ
概
念
で
あ
る
。

一
部
の
論
苕
は
、
今
日
の

'
社
會
に
於
け
る
經
濟
的
弊
害
を
總
て
自
由
主
義
的
な

. 

沏
度
の
實
任
に
歸
し
、

.
其
救
濟
の
道

.を
ば
半
ば
盲
目
的
に
社
畫
經
濟
の
制
度
に
求
め
て
罟
る
有
樣
で
あ
る

0

.口
ビ
ン

〗〈

の
目
的
は
英
國

S

統

的

な

自

皇

義

Q
.

立
場
か
ら
此
等

5

S

論
者

S

し
て
驚
的
な
反
駿
を
表
明
す

t

と
.
に
：
 

在
る
。
冷
；篇
は
三
部
に
分
た
れ
第

一

部
に
於
て
は

一

國

の

B f
l l

經
濟

■に
關
し
て
語
り
、

.：第
二
部
に
於

5

際
間
の
部
分
的
訃
螯
經
濟
を 

論

じ

第

！
1
1窗
^ :

於
て
徹
底
的
な
國
際
的

11
畫
經
濟
に
就
て
所
懷
を
述
べ
、最
後
の
一
章
を
ば
結
論
と
し
て
、
阈
際
的
自
由
主
義
の
主
張 

す 

s
-
o
b
b
s
s

 

E
c
o
n
o
m
i
c

 

p
k
n
n
i
n
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a

n
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、
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六
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ニ
ノ

一
に
充
て
、

居

^

？

：
'

7

 

v

:

>

v

f

.

.,y

 

■ 

•

:

ロ

ビ
&

に

依
れ
ば
、
.許
戴
とい

ふ
言
葉
は
、'單
に
計
畫
經
濟
論
者
：に
固
有
の
武
器
とVで
用
'

b

ら
れ
る
べ
き

も

の

で

は

な

く

、

無
 

政

府

的

だ

と

い

は

れ

る

在

來

，の

自

由

主

義

の

經

濟

制

度

に

於

，て

.す

ら

在

る

0
セ

あ

る

0
#

な

、

個

人

.の
個

々

：
の

經

濟

行

爲

す

ら

全

く

針
 

畫

な

し

に

：

行
は
れ

る

こ

と

は

ど̂

な

い

A
言
つ
て

よ

い

。
，故

に

今
日
一
般
に
言は
れ

る

.

「

.針

®」

と

は

無

f t
*

畫
と
對
照

し
て
用
ひ

ら

れ

る
 

も
の

で

，
な

ぐ

*
.,

從
來
個

人

の

自

由

意

思

に
任

さ

れ

て
居
つ
た
經濟
行

爲

が
多
方
面
に
苴
って

公
權
カ
の

千
渉
を
受
く
る樣
に

な

り

、

時 

に
：は
、
.
個

人

Q
ィ

I
I

、>
ア

チ

ブ

が

全

然

國

家

の

權

限

に

移

さ

れ

て

し

ま

ふ

場

合

«>
'
意

味

に

用

ひ

ら

れ

る

の

.で

あ

る

0 

;.:

「

奸
畫J

の

意
味
に
就
てロ：
ビ
.ン
ス

が

第

，

一
章
に
か
ぅ
說
明す
る

其
眞

意

は

、
.
.
自

由

主

義

が

本

來

決

し

て

無
訐
鼙
な
も

の

で

な

く

常
に 

|
觉

の

訏

畫

の

.下

に

營

ま

れ

る

こ

と

，を.豫

想

す

る

も

の

で

あ

.る

こ

と

; ^
而

し

て

所

謂

る

無

政

府

虫

義

的

混

亂

の

實

任

は

自

由

主

義

に

歸

 

せ

ら

れ

石
も

の

で

な

く

、
'
他
の
經
濟
外
的
原
因
に
基
くも
の

で

あ

名

と

i

:5
r

明
か
に
し

よ

ぅ

と

す

る

所

に

あ

る

の

で

あ

る

。

第
ノ
一,篇
の
.：
一

國

の

評

畫

經

濟

を

論

ず

る

.に
當
つ
て
は
、
そ
れQ

國
際
的
意g

が
主
：と
し
て
興
味
：の
對
象
と
爲
る
。
其
結
論
は
、
一
國
本 

位
の
計
晝
經
濟
が
其
國
內
の
福
祉
に
は
勿
論
全
世
界

Q

宰
蹰
や
平
和
に
取
っ
て
も
有
害
：で
あ
る
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る

o

其
議
論
の
經
緯 

と
な
る
も
の
は
、
自
EI
1
競
#
の
理
論
、
國
際
的
に
は
自
由
貿
易

Q

理
論
で
あ
り
、
そ
れ
が
國
內
の
有
效
需
要
に
最
も
よ
く
適
應
し
、
又 

國
際
的
の
分
業
に
最̂

適
切
に
貢
献
す
る
と
い
ふ
古
典
的
な
學
說
を
掘
守
し
て
居
る
。

一
國
獨
立
主
義
は
-
自
國
の
み
之
を
實
行
し
得 

る
な
ら
ば
其
國
に
取
つ
て
は
有
利
で
あ
る
が
、
實
際
：に
は
寧
ろ
他
の
國
々
を
し
て
同
機
の
獨
立
生
_
を
採
用
せ
し
む
る
に
至
り
、
結
局 

國
際
貿
易
の
衰
退
と.な
り
、
內
外
の
産
業
の
發
展
は
停
滞
し

>.
對
外
經
濟
政
.策
.は
著
し
く
政
治
化
さ
れ
、
戰
爭
の
危
機
は
增
大
す
る
と 

い
ふ
狀
態
に
立
至
る
の
で
あ
る
。

 

-

第
二
篇
に
於
て
は
、
國
際
的
な
計
畫
經
濟
に
就
て
語
る
。
即
ち
個
々
の
産
業
の
國
際
的
協
定
の
效
果
を
取
极
ふ
。
始
め
に
貿
易
上
の

各
種
の
協
.定
や
高
率
關
稅
策
を
說
明
し
、
，
攻
い
で
各
獮
產
業
の
.個
別
的
協
定
組
織
並
に
、_勞
働
賃
銀
と
勞
働
時
間0
平
等
.化
の
功
罪
を 

論
ず
る
.？
而
し
てT

國
全
體
の
繁
榮
、
あ
ら
ゆ
る
生
直
要
素
の
最
も
合
理
的
な
分
布
と
い
ふ
標
準
か
ら
見
て
斯
様
な
阈
際
的
銃
制
が
少 

し
も
望
ま
し
か
ら
ざ
る
所
以
を
カ
說
ず
る
の
：で
あ
：る
。.

.

•

バ
第
三
篇
は
、
前
述
ニ
方
面
に

一

日f

る
Hi
*
畫
經
濟
が
何
れ
も
不
滿
足
で
あ
る
其
後
を
受
け
て
、
徹
底
的
.な
國
際
Hf
畫
經
濟
を
主
題
と
す
る

o 

其
内
容
は一.1

つ
に
分
た
れ
る
、

I

つ
は
國
際
#
產
主
義
、
他
の1

つ
は
國
際
.自
由
主
義
'で
あ
る
？
阈
際
共
產
主

g

は
全
世
界
の
坐
產
要
素 

を
一
つ
の

屮
央
權
カの

茭
配
下
に
收
め
て
、..
.
以
て
中
央
權
カ
の
指
撺
監
督
に
依
つ
て
各
個
人
が
勞
働
す
る
と
い
ふ
仕
組
で
あ
る

a

斯
か 

る
組
織
の
實
現
の
，可
能
性
は
目
卞
の
現
狀
で
は
殆
ど
.全
く
無
い
け
れ
ど
も' 
今
日
の
.社
會
主
義
著
等
妥
極
の
理
想
は
此
處
.に
あ
る
普 

で
.あ
る
？
從
つ
て
.其
合
目
的
性
を
理
論
的
に
檢
时
す
る
こ
と
は
決
し
て
.無
益
の
.業
で
は
な
い
。
所
で
斯
樣
な
計
聱
經
濟
組
織0合
目
的 

性

の

判

爾

の

標

準

は

何

處

：
に

在

る

か

と

い

，
へ

ば

、

利

用

し

得

.べ
き
‘あ
ら
ゆ
る
生
產
要
素
が
そ
れ'ぐ
最
髙
可
能
の
價
格
を
得
る
様
に
、 

钜
產
に
於
て
組
合
せ
ら
れ
、
各
種
生
產
業
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
換
言
す

.れ
ば
、.或
る
他
の
.ー
財
を
生
，產
す
る
こ
：と
に
依
つ
て 

生
ず
る
效
用
が
、
元
の
財
の
生
產
中
止

Q.

結
果
失
.は
れ
る
效
■用
，ょ
り
も
決
し
て
小
い
こ
と
の
な
い
様
に
、
_

の
生
產
議
が
利
用
さ 

れ
る
な
ら
ば
、
最
も
理
想
的
な
生
產
が
營
ま
れ
る
譯
で
あ
る
。
併
し
、
如
何

&-
る
社
會
に
於
て
も
、
新
し
い
變
化
が
絕
へ
ず
發
生
し
、 

例
へ
.ば
消
費
者
の
：需
要
が
變
動
し
ノ
自
然
の
、環
境
に
變
化
が
起
り
、
生
產
の
，技
術
が
變
化
す
る
な
；ど
、
種
々
の
出
來
事
が
次
か
ら
次
へ 

と
起
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、.間
題
は「J

 

:宛
の
臃
間
に
.於
て
其『

理
想』

を
達
成
じ
得
る
能
カ
如
何
ょ
り
も
、
此
理
想
に
向
つ
て
進
ん
で 

行
く
能
力jC

原
著
.一
九
五
頁)

如
何
に
あ
る
^
せ

ね

ば

，
な

ら

ぬ

。

.
都
る
に
此
理
想
的
平
衡
狀
態

)

に
達
せ
ん
と
す
る
傾
向
は
、
，國
家
獨
裁
主
義
的
な
>
社
會
主
義
奸
畫
經
濟
に
於
て
は
全
く
之
を
期
待
す 

る
こ
と
が
讯
來
ぬ
.°
口
'ビ
ン
K
b結
論
は
か
ぅ
で
あ
る'

「

國
際
共
產
中：

義
は
全
人
類
の
爲
に
ー

.

層
多
大
の
富
と1

層
大
な
る
自

由

とを

r 

W
O
O
W
O
B
 ̂

p
»
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一

三

三

(

一

」

v
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三)
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n
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f

 
0
1 

0
1
-
I

s
 

M
p 

?

1
 

二
s
 

C 
ニ
六
八
四〕

目
指
す
。’併
し
な
f

そ
の
提
案
す
る
所
の.方
法
は
.正
に
此
等
の
自
的
.を
無
效
に
:1
>て
.じ
.ま
4

あ
ら
ぅ
'(

原
赛
ニ
ニ
0
頁)

'と
。

,
M
:ヒンX.

に
収
.つ
て
は
：

：

首
肯
し
得
る
經
P

畫
は
’
結

局

國

置
_

義
の
，.み
；で
あ
名
o
:自
由
主
義
ほ
決
し
て
無S

の
晃
亂
を 

意
味
す
I

の
で
は
な
い
。
消
費
者
の
需I

供
給
を
適
I

し
む
|

|

計
畫
|

態
I

も

の

.

籍
へ
ら
れ
な
い
o 

S在
の
政 

府
ヵ
人
民
の
塞
を
保
證
し
、
財
鹿.と
契
約
上
..：の
法
律
を
設
け
、
又

或

種

の

公

共

事

業

基

の

は

、
首
由
囊
も
亦
經
濟
墓
を 

I

f

と
い
I

I

易
S

例
で
t

o:

然
る
に
此
1

虞

梂

i

羅

^

执
：に
於
け
る
最
盛
時
期
塞
し
て
次
第
に
反
勘
奚
け
る
に
至
.つ
た
0

就
中
獨
逸
篇
I

心
.と
せ
I

國
主
義
の
.暑

の

，影
響
. 

陸
に
於
I

が
て
I

太
f

l

て
、
窗
主
義
制
度
0
根
底
は
殆
ど
f

崩
れ
i

た
の
で
あ
る
。

;

I

,
 

短
潰
せ
I

由
產
を
再
建
す
る
爲
に.ロ
ビ
ン
.スQ.

考
へ
る
こ
I

、
第
ー
に
國
«
の
聯
蠻
結
成
す
る
こ
^
で
あ
る
。
比
f

は
、 

I

っ

义

め

國

家

皇

越

す
f

Q

で
無
く
、；.國
家

雷
 ̂

へ
ば
、
戰
f

爲
す
撤
利
を
I

て

j
又
之
を 

爲
す
實
カ
を
も
取
去
ら|

す
f

の
.で
t
o
.他
方
-
國
家
は
地
域
的
の
行
政
團f

し
て
阈
際
的
分
樂
の
讀
|

力
す
る
任
務 

.を
持
ち
' 
同
時
S

働
4

本
の
國
際
移
動
を4

及
的
自
I

ら
し
め
ね
.ば
I

ぬ
の
.で
あ
.るo 

f
 

»ビ
ン
X E

く r 『

國
民
勺』 

或
は
i

的
I

れ
S

ょ
、
そ

れ

ぐ
..の
地
方
的
當
局
は
、
皆

く
し
て
_

_

l

f與
へ
I

I
策
|

求
す
べ
き
で
あ
る

」
(

原
著
一
一.五 
一
f

 

o此
政
策
を
遂
行
す
る
.に
當
つ
て
自I

義 

は
.國
家
が
全
然
事
業
の
奮
に
雪
ら
ぬI

を
要
求
す
I

の

で

は

馬「

軍
^

^

^
政

府

が

決

し

て

營

業

に

携

は

ら

ぬ

.
と 

い
ふ
I

で

な

く

：、

そ

れ

S

は
I

合
に
、
個
人
_

と
競
y

t

l
拒
絕
す
る
力
を
許
さ
れ
ぬ
と
い
ふ
こt
 

:

が
爾
餘
の
事
業
と
同
檨
に
、
公

肇

る

競S

同
じ
規
則
義
ふ
.，べ
きS

る
i
い
^
^

許
さ
ぬ
と
S

こ

秦

な

く

、
政
府
の
獨
占
を
許
さ
ぬ
と
い
ふ
こ#

I

。
若
し
も
政
府
企^

其
自
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